
2014年度 修学院フォーラム「社会」 第４回  

日 時 ２０１５年 ２月１１日（水）１５：００～１７：３０ 

場 所 日本基督教団 洛南教会（京都市南区東九条北烏丸町20 ℡075-691-6898）  

参加費 無料（カンパご協力をお願いします） 

 2015年は韓日協定締結50年となる年である。 韓日協定の締結は日本帝国主義による植民地支配と戦争

の不幸な歴史を終わらせ、友好と協力の韓日関係を形成することを意味する。国交正常化以来、韓日両

国は非常に緊密な関係の中で協力と交流を発展してきた。 

 両国間の不均等な発展の状況の中で、持続した緊張関係は韓国の経済発展と民主化以後、多くの部分

は解消されて、両国は対等な協力関係を形成されつつあることで認識された。 

 緊張関係を引き起こす根本原因に該当する過去の問題に対する認識でも、両国は次第に取りまとめの

方向に進んで、友好的協力関係がより一層拡大すると展望された。河野談話(1993)と村山談話(1995)、

そして金大中（キム・デジュン）・小渕の21世紀に向かった新しい韓日パートナーシップ共同宣言

(1998)、菅談話(2010)はその進展の証拠であった。民間次元の交流はより一層活発になった。韓国では

1990年代以来、若者たちの中で日本の大衆文化を受け入れる底辺が拡大しただけでなく、日本でも韓流

ブームが持続した。 

 しかし、韓国で保守政権が再登場し、日本では極端に保守的な安倍政権が登場して両国関係は極度に

悪化する方向に向かっている。両国政府が対立する中で、民間次元の感情も悪化している。しばらく着

実に上昇した両国民の間の友好感は、最近に至っては顕著に下落して、不信感が高まっている。 

 今回のセミナーでは韓日のその対立関係を引き起こす根本原因が何か、診断してそれに対する打開策

を模索しようと試みる。その対立関係を引き起こす根本原因として避けることはできない過去の問題を

キリスト教神学の立場で再証明して、人権と民主主義の重要性を再び確認することによってその代案を

提示しようと思っている。                      

〈共催〉日本クリスチャン・アカデミー 

     関西セミナーハウス活動センター 

日本基督教団京都教区大田老會交流委員会  

＊２月８日までに  FAX(裏面）、電話、電子メール等でお申し込み下さい。 

※会場への地図は裏面参照。 

 講師 崔 亨黙（天安（チョナン）サルリム教会牧師、韓国神学大学招聘教授） 

  今私達の社会は、いのち、正義、平和、自由を脅かす

危険のある重大問題に直面しています。 

  これら問題とどう向かい合うべきか、基本に立ち返って

考えてみたいと思います。 

 崔 亨黙  チェ  ヒョンムク 

 1961年、海南（全南）生まれ。延世大学神学部卒業。韓神大学神学

大学院博士課程（社会倫理専攻）修了。博士（Th.D)。季刊『神学思

想』編集長、季刊『進歩評論』編集委員、韓国キリスト教協議会

（NCKK)の信仰と職制委員などを歴任。学位論文は『韓国の経済開発

と民主主義に対するキリスト教倫理的評価』。 

 主な著書『権力を志向する韓国のキリスト教—内部からの対案－』

（金忠一訳 新教出版 2013年）、『旧約聖書の人物－「韓国」という

時空間で読む-』（金忠一訳 かんよう出版 2014年）、『無礼者たち

のクリスマス-韓国キリスト教保守主義批判－』（共著、金忠一訳 かん

よう出版 2014年）他。 

日韓関係の障壁とその打開に向けて 

〈協賛〉 エキュメニカル・ネットワーク（E-net)、京滋キリスト者平和の会、東九条CANフォーラム 



 2014年度 修学院フォーラム   主催：関西セミナーハウス活動センター  

  いのち  第２回 2015年1月24日（土） 

        「福祉とスピリチュアリティ―社会福祉の根源にあるもの」 

            講師：木原 活信（同志社大学社会学部教授） 

          第３回  2015年2月28日（土） 

         「グリーフケアを考える―人は大切なものを喪失し、なぜ悲しみ嘆くのか」  

                  講師：髙木 慶子（上智大学特任教授、上智大学グリーフケア研究所特任所長） 

  福  祉   第３回   2015年3月7日 （土） 

         「「葬儀と墓」は誰のために、何のために～キリスト教と仏教の立場から考える」 

              講師：塚本 潤一（頌栄短大准教授）・池口 龍法（浄土宗 龍岸寺住職） 

                   会場：いずれも 関西セミナーハウス     

 （フリガナ） 

名 前             所 属                                     

住 所 〒 

電話（                ）              －     FAX（               ）              －    携帯（   ） 

電子メール：      ＠ 

通信欄： 

─────2014年度 修学院フォーラム「社  会」第 ４ 回 参加申込書─────── 

【申込み・問合せ】 

 公益財団法人 

 日本クリスチャン・アカデミー 

 関西セミナーハウス活動センター 
 〒606-8134  
 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23  

 http://www.academy‐kansai.org 

 電話          075‐711‐2117 

    FAX          075‐701‐5256 

 電子メール office@academy‐kansai.org 
  所長代行     榎本 栄次                

  担 当        都木かおり 

◎スケジュール◎         15：00～16：30     講演・発題（韓国語、通訳あり） 

            通訳：李 相勁（イー・サンギョン）（福知山教会牧師）  

          16：30～17：20     質疑とはなしあい      

             17：20～17：30  まとめとアンケート記入 

≪洛南教会へのアクセス≫ 

※会場に駐車スペースはありません 


